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１
月

日
（
日
）、
第

回
松
崎

１３

６５

町
成
人
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
今
年
新
た
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
松
崎
町
の
新
成

人

人
（
男
子

人
、
女
子

人
）

７０

３４

３６

の
う
ち
、

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

６２

式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
、
多
く
の
関
係
者
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、「
成
人
」
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
浅
井
開
さ
ん
（
西
区
）
と
石

井
晶
子
さ
ん
（
江
奈
）
が
「
松
崎

町
民
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り

を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
手
で
、
平

和
で
美
し
い
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強

く
宣
誓
し
ま
し
た
。

は
た
ち
祭
で
は
、
昌
空
館
空
手

道
場
の
演
武
や
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
、

伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
み
ん
な

で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

祝祝
第

回

松

崎

町

成

人

式

６５

祝
第

回

松

崎

町
成

人

式

６５は
た
ち
の
門
出
、

人
が
大
人
の
仲
間
入
り

７０

は
た
ち
の
門
出
、

人
が
大
人
の
仲
間
入
り

７０

新成人が誕生した20年前
バルセロナ五輪が行われ、競泳で岩崎

選手、柔道で古賀選手、吉田選手が金メ

ダルをとりました。

学校週５日制が導入され、公立小・

中・高校で第二土曜日が休業日になりま

した。

町内では、天皇皇后両陛下が長八美術

館をご見学されました。宣誓する浅井さんと石井さん

君が代伴奏、新成人宮本さん（江奈）

ふるさとクイズに挑戦

伊豆松崎牛原太鼓の演奏

記念写真を撮り、再会を懐かしむ新成人

受付は中学生ボランティアが担当

昌空館空手の演武
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１
月
４
日
（
金
）、
新
春
恒
例
の

松
崎
町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
２
０
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
中
村
団
長
が
「
地

域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
い
う
消
防
団
に

課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を
改
め

て
か
み
し
め
な
が
ら
、
消
防
団
一

丸
と
な
っ
て
活
動
強
化
に
取
り
組

み
た
い
。
」
と
訓
示
を
述
べ
、
地
域

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。そ

の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
や
家
族
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ
隊

を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防
車
両

台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
と
那

１９賀
川
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

松松
崎
町
消
防
団
出
初

松
崎
町
消
防
団
出
初
式式

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
にに

防防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
にに

松
崎
町
消
防
団
出
初

松
崎
町
消
防
団
出
初
式式

商店街をパレードする消防団員

那賀川での一斉放水

表彰を受ける山田本部長

表

彰

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
労
章

本

部

部

長

奥
村
篤
義

２
‐
１

副
分
団
長

関

雅
人

５
‐
３

部

長

芳
賀

敬

５
‐
３

班

長

山
本
貴
一

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

１
‐
３

部

長

高
木
宗
央

１
‐
３

班

長

稲
葉
智
浩

２
‐
２

部

長

清
水

豊

７
年
勤
続
功
労
章

１
‐
１

班

長

光
岡
雅
浩

１
‐
１

団

員

井
村
庄
一

１
‐
１

団

員

佐
藤
友
哉

１
‐
３

班

長

稲
葉
智
浩

２
‐
１

団

員

藤
井
貴
啓

５
‐
１

団

員

稲
葉

務

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

１
‐
３

班

長

土
屋
貴
嗣

１
‐
３

班

長

齋
藤
慎
司

１
‐
３

団

員

佐
藤
公
彦

２
‐
１

部

長

長
島
秀
和

２
‐
１

班

長

八
木

太

２
‐
１

班

長

吉
長
寛
志

２
‐
１

班

長

小
林
恵
輔

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

１５

１
‐
１

団

員

端
山
智
充

１
‐
２

団

員

鈴
木
貴
博

２
分
団

分

団

長

石
田
一
嘉

３
‐
１

部

長

土
屋
政
哉

４
‐
２

団

員

鈴
木

力

４
‐
２

班

長

石
黒
浩
一

６
‐
２

部

長

松
本

真

年
勤
続
功
労
章

１０１
‐
１

班

長

松
本
佳
人

１
‐
２

団

員

加
藤

聡

１
‐
２

団

員

鈴
木
啓
士

２
‐
１

副
分
団
長

関

雅
人

２
‐
１

部

長

長
島
秀
和

２
‐
１

班

長

小
林
恵
輔

２
‐
１

班

長

八
木

太

２
‐
１

団

員

福
本
雅
洋

３
‐
１

団

員

山
本
尚
敬

４
‐
１

副
分
団
長

松
本
賢
太

４
‐
１

班

長

斎
藤
公
寛

４
‐
１

団

員

山
本
寿
彦

４
‐
２

団

員

山
本

学

５
‐
１

部

長

佐
藤
真
一

５
‐
２

班

長

渡
邉
浩
明

５
‐
２

班

長

鈴
木
勇
史

５
‐
２

団

員

土
屋
英
雄

５
‐
３

部

長

芳
賀

敬

５
‐
３

班

長

山
本
貴
一

６
‐
２

団

員

高
橋
浩
一

教
育
訓
練
指
導
員
に
対
す
る
感
謝
状

本

部

部

長

稲
葉
清
彦

（
敬
称
略
）

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

３０

本

部

本

部

長

山
田

亘

功
績
章
（

年
勤
続
功
労
章
、
家

２５

族
に
対
す
る
感
謝
状
）

５
‐
３

班

長

山
本

博

５
‐
４

副
分
団
長

加
賀
孝
志

特
別
功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２０

１
‐
３

副
分
団
長

横
田
英
文

３
‐
３

団

員

齋
藤
伸
彦

４
分
団

分

団

長

鈴
木

隆

４
‐
２

副
分
団
長

鈴
木

薫

４
‐
２

部

長

新
田
雅
彦

６
‐
２

副
分
団
長

高
橋
康
之

６
‐
３

団

員

鈴
木
健
司

６
‐
３

団

員

美
澤
幸
成

６
‐
３

団

員

高
橋
公
二
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第１回伊豆松崎・修善寺間山岳競争大会の開催迫る！

昨
年
の
秋
に
、
参
加
者
の
募
集

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
２

日
間
で
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
各
地
か
ら
、
定
員
と
な
る
１
、

５
０
０
人
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

３
月
９
日
（
土
）
大
会
前
日
よ

り
、
選
手
、
そ
の
同
伴
者
が
伊
豆

半
島
を
訪
れ
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
様
に
も
温
か
い
お
も
て
な
し
の

心
で
接
し
て
い
た
だ
き
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
に
伊
豆
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
大
会
の
円

滑
な
開
催
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
調
整
を
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
大
会
運
営

に
係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
会
当
日
は
交
通
規
制

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
伊
豆
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー

ス
実
行
委
員
会
（
４
３
）２
０
０
０

○
３
月
９
日
（
土
）

午
前

時
～

１１
環
境
セ
ン
タ
ー
に
て
参
加
受
付

午
後
１
時
～

開
会
式
・
前
夜
祭

○
３
月

日
（
日
）

１０

午
前
６
時

松
崎
新
港
を
ス
タ
ー
ト

午
後
８
時
（
ゴ
ー
ル
制
限
時
間
）

ゴ
ー
ル
は
修
善
寺
温
泉
独
鈷
公
園

<

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！>

○
募
集
締
切

２
月

日
（
金
）

１５

詳
細
は
、伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
レ
ー
ス
実
行
委
員
会
に
お
問
い
合

せ
い
た
だ
く
か
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
://w
w
w
.izu
tra
iljo
u
rn
ey
.c

o
m
/)

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

山岳を走る選手

月

日
（
水
）、
町
は
東
京
電

１２

２６

力
㈱
と
、
江
奈
の
国
道
沿
い
に
あ

る
東
京
電
力
㈱
松
崎
事
務
所
の
建

物
を
、
災
害
時
に
津
波
避
難
ビ
ル

と
し
て
活
用
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

事
務
所
は
鉄
骨
３
階
建
て
、
避

難
場
所
と
な
る
屋
上
の
海
抜
は

・
１４

９
丿
で
、
国
が
８
月
に
公
表
し
た

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想

定
に
よ
る
浸
水
深
（
４
・
７
丿
）

を
上
回
り
ま
す
。
屋
上
に
は
、
建

物
裏
の
外
階
段
か
ら
上
る
こ
と
が

で
き
、
１
０
０
人
程
度
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

事
務
所
に
は
職
員
が
常
駐
し
て

い
な
い
た
め
、
町
で
は
門
扉
の
横

へ
鍵
を
入
れ
た
「
防
災
ボ
ッ
ク
ス
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ッ
ク

ス
は
震
度
５
弱
以
上
の
揺
れ
で
自

動
的
に
解
錠
さ
れ
ま
す
の
で
、
避

難
し
て
き
た
住
民
の
方
が
鍵
を
取

り
出
し
て
門
扉
を
開
錠
し
、
屋
上

に
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
は
８
月
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の
被
害
想
定
公
表
後
、
津
波

避
難
ビ
ル
の
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、

月
に
江
奈
の
ホ
テ
ル
コ
ス

１０

モ
ス
と
協
定
を
締
結
し
、
今
回
の

東
京
電
力
㈱
松
崎
事
務
所
で

カ
１０

所
目
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
夜
間
・
休
日
に
大
規

模
地
震
が
発
生
し
た
際
、
津
波
避

難
ビ
ル
と
な
っ
て
い
る
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
迅
速
に
避
難
で
き
る

よ
う
、
出
入
口
の
２
カ
所
に
扉
の

鍵
を
入
れ
た
「
防
災
ボ
ッ
ク
ス
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

ボ
ッ
ク
ス
は
、
震
度
５
弱
以
上

の
揺
れ
で
自
動
的
に
解
錠
さ
れ
ま

す
の
で
、
避
難
し
て
き
た
住
民
の

方
が
鍵
を
取
り
出
し
て
建
物
内
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課

（
４
２
）
３
９
６
３

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

防
災
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

設置した防災ボックス

東
京
電
力
㈱
と

津
波
避
難
ビ
ル
の

協
定
を
締
結
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公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
に
は
車
い
す
マ
ー
ク
の

駐
車
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
般
の
方
が
駐
車
場
を
利
用
し
て

し
ま
い
、
本
当
に
必
要
な
方
が
利

用
で
き
な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
県
で
は
、
車
い
す
利

用
者
等
の
歩
行
が
困
難
な
方
々
に

「
利
用
証
」
を
交
付
し
、
駐
車
時

に
利
用
証
を
掲
げ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
不
適
切
な
駐
車
を
抑
制
す
る

取
り
組
み
「
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場

制
度
」
を
始
め
ま
す
。

【
対
象
者
】

対
象
と
な
る
方
は
次
の
①
～
⑥

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
歩
行
が

困
難
で
、
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車

場
の
利
用
を
必
要
と
す
る
方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害
１
～
４
級
の
１
、
聴

覚
ま
た
は
平
衡
機
能
障
害
２
～

３
級
、
肢
体
不
自
由
上
肢
１
～

２
級
の
２
、
肢
体
不
自
由
下
肢

１
～
４
級
、
体
幹
１
～
３
級
、

内
部
障
害
１
～
３
級
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方

④
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
「
要

介
護
２
」
以
上
の
方

⑤
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、
小
児

慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

⑥
妊
娠
７
カ
月
か
ら
産
後
３
カ
月

ま
で
の
妊
産
婦

【
利
用
方
法
】

健
康
福
祉
課
に
あ
る
交
付
申
出

書
に
記
入
し
、
必
要
書
類
（
対
象

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
手
帳
や
保

険
証
、
受
給
者
証
等
）
と
併
せ
て

窓
口
に
提
出
後
、
利
用
証
の
交
付

を
受
け
た
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
証
は
対
象
者
が
乗
車
す
る

車
両
の
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
掲
げ
て

駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
に
よ
る
申
出
も
受
け
付

け
ま
す
。

ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
と
は
？

〈
利
用
証
〉

○
車
い
す
常
時
利
用
の
方
用

（
赤
色
）

○
そ
の
他
歩
行
が
困
難
な
方
用

（
緑
色
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

静
岡
県
地
域
福
祉
課

０
５
５
（
２
２
１
）
２
８
４
４

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
松

２５

崎
町
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
確
定

申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
が
必
要

な
方
は
、
３
月

日
（
金
）
ま
で

１５

に
申
告
と
所
得
税
の
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

確
定
申
告
会
場

【
場
所
】

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
サ

ン
ワ
ー
ク
下
田
）
会
議
室

【
期
間
】

２
月

日
（
月
）
～
３
月

日

１８

１５

（
金
）
※
土
日
を
除
く

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
会
場
の
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、

案
内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
期
間
、
下
田
税
務
署
内
で

は
申
告
書
の
作
成
指
導
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
で
は
電
子
申
告
（
e
―

T

a
x
）に
よ
る
申
告
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
ハ
ガ
キ
ま
た
は
昨
年
申
告

時
に
お
渡
し
し
た
緑
色
の
封
筒

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
相
談
会
場
（
出
張
相
談
）

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

２
月

日
（
水
）

２７

３
月
７
日
（
木
）

【
時
間
】

午
前
９
時

分
～
正
午

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

無
料
税
務
相
談
所

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

２
月

日
（
木
）

２１

【
時
間
】

午
前
９
時

分
～
午
前

時

分

３０

１１

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

そ
の
他

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日
（
金
）
で
す
。

１５

○
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
４
月
１
日
（
月
）
で
す
。

○
譲
渡
所
得（
株
式
お
よ
び
土
地
・

建
物
等
の
売
却
に
よ
る
所
得
）

お
よ
び
贈
与
税
の
申
告
相
談
は
、

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
で
の
み

行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

確
定
申
告
会
場
の

お
知
ら
せ

ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度

ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度

～
平
成

年
２
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
～

25

～
平
成

年
２
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
～

25

表 裏 表 裏



6

－

短

歌－橋

百

代

岡

村

芳

子

細

田

光

代

土

屋

君

子

杉
山
安
紀
子

山
本
智
恵
子

大
鉢
を
波
に
洗
は
る
る
岩
と
み
て

海
桐
花
の
枝
を
ざ
つ
く
り
活
け
る

と

べ

ら

明
日
は
ど
ん
な
祝
事
の
あ
り
や
花
鯛
の

ほ
ぎ

ご
と

や
う
な
る
雲
が
空
う
め
つ
く
す

よ
そ
よ
り
も
大
分
遅
れ
し
が
白
菜
や

大
根
の
種
を
ま
き
て
安
堵
す

目
の
さ
え
て
青
光
り
す
る
夜
の
空

明
日
は
彼
岸
に
て
母
に
会
ひ
た
し

ば
あ
ば
嫌
ひ
と
言
っ
て
の
け
た
り
を
さ
な
子
は

マ
マ
の
不
安
を
知
ら
な
い
ま
ま
に

老
い
の
多
き
山
間
の
里
に
幼
ら
の
来
て

や
ま

あ
ひ

か
け
合
ふ
言
葉
の
多
く
な
り
た
り

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

昨年に引き続き、伊豆市にある西

伊豆眼科クリニックより、松崎町か

ら多くの患者さんに来ていただいて

いるお礼の気持ちを込めて、ふるさ

と納税をしていただきました。

○ 西伊豆眼科クリニック（伊豆市）

院長 大高 功 様
おお たか いさお

金額 １００万円

○
分
別
ご
み
に
つ
い
て

分
別
ご
み
は
毎
月
２
回
収
集
し

て
い
ま
す
。
粗
大
ご
み
は
毎
月
１

回
目
の
分
別
収
集
日
に
、
植
物
性

廃
食
油
は
２
回
目
の
分
別
収
集
日

に
収
集
し
て
い
ま
す
。

家
具
等
の
粗
大
ご
み
は
、
あ
ら

か
じ
め
不
要
に
な
る
も
の
を
調
べ

て
お
き
、
引
っ
越
し
前
に
計
画
的

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
町
で
は
処
分
で
き
な
い
ご
み

テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫（
冷

凍
庫
）、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
等

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
製

品
や
、
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
等
の
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
製
品
は
、
町
で
は
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
小

売
店
や
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
も
、
中
身
の
入
っ
た

ペ
ン
キ
缶
、タ
イ
ヤ
、バ
ッ
テ
リ
ー
、

消
火
器
等
、
町
で
は
処
分
で
き
な

い
ご
み
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不

明
な
点
は
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
ま

た
は
生
活
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く

春
が
近
づ
き
、
転
勤
や
進
学
等

に
よ
る
引
っ
越
し
が
多
い
季
節
に

な
り
ま
す
。

引
っ
越
し
に
伴
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
粗
大
ご
み
や
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
製
品
等
は
収

集
方
法
を
確
認
し
、
正
し
く
ご
み

を
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

可
燃
ご
み
は
週
２
回
、
地
区
ご

と
の
指
定
日
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

集
積
場
所
へ
は
、
必
ず
町
の
指
定

袋
に
入
れ
、
名
前
を
書
い
て
、
収

集
日
当
日
の
午
前
８
時

分
ま
で

１５

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
属
等
の
不
燃
ご
み
が

混
入
す
る
と
、
焼
却
炉
の
故
障
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
袋

に
は
可
燃
ご
み
以
外
は
絶
対
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一
度
に
大
量
の
ご
み
（

亂
以

７０

上
）
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、ク
リ
ー

ン
ピ
ア
松
崎
に
ご
連
絡
の
上
、
指

示
に
従
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

○
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ

持
ち
込
む
場
合

ご
み
を
決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で

に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ
直
接

持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
持
ち
込
む
と
き
に
も
可

燃
ご
み
は
町
指
定
の
ご
み
袋
に
必

ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

指
定
袋
に
入
れ
ら
れ
た
可
燃
ご

み
の
持
ち
込
み
は
無
料
で
す
が
、

分
別
ご
み
や
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

は
持
ち
込
む
重
さ
に
よ
っ
て
料
金

を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎

（
４
５
）
０
６
０
２

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

引引引
っ
越
し
ご
み
は
正
し
く

計
画
的
に
出
し
ま
し
ょ
う

引引
っ
越
し
ご
み
は
正
し

引
っ
越
し
ご
み
は
正
し
くく

計
画
的
に
出
し
ま
し
ょ

計
画
的
に
出
し
ま
し
ょ
うう

クリーンピア松崎

持ち込み受付時間

平 日 ８：３０～１６：３０

土曜・祝日 ８：３０～１１：３０



１/１７

ポンカン品評会

環境センターでは、ポンカンを特産品として
振興することを目的に品評会が行われました。
出品された３４点について、審査が行われ、斉藤
さと子さん（中村）が金賞に輝きました。

１/１９

弓まつり（舟寄神社）

江奈地区にある舟寄神社では、新春恒例の弓
まつりが開催されました。氏子や区関係者と弓
愛好家等、約５０人が参加し、神事が行われた後、
射会が行われました。

77

地
域
資
源
を
活
用
し
た
町
づ
く
り

こ
の
た
び
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
松
崎
町
第
５

次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成

年
度
か

２５

ら
の

年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

１０

今
後
、
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
か
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
各
種
調
査

結
果
や
地
区
説
明
会
、
総
合
計
画

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
の
町
づ
く
り
の
将
来
像
を

「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り

活
力
と
や
す
ら
ぎ
と
感
動
の
あ

る
ま
ち
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
将
来
像
の
実
現
の
た
め

に
は
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
町
づ
く
り
を
進
め
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
、
町
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
計
画
の
中

で
、
私
が
力
を
入
れ
て
い
る
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
第
一
次
産

業
を
土
台
と
し
た
全
町
丸
ご
と

ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
当
町
の
豊
か
な

自
然
や
景
観
、
文
化
、
歴
史
等
、

地
域
資
源
を
観
光
客
に
伝
え
る
た

め
、
町
民
が
先
生
と
な
っ
て
知
識

や
技
術
を
伝
え
、
体
験
を
通
し
て

町
民
の
皆
様
が
対
価
を
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
多

く
用
意
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

観
光
客
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
町
が
潤
い
、
元
気
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
す
で
に
石
部
の
棚
田
や

八
木
山
の
炭
焼
き
、
岩
地
の
修
学

旅
行
生
の
受
け
入
れ
等
、
地
域

の
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
て

素
晴
ら
し
い
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
そ
の
他
の
地
区
に
お

い
て
も
、
地
域
に
あ
る
貴
重
な

資
源
を
活
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が

輝
き
、
そ
れ
に
よ
り
町
全
体
が

一
層
明
る
く
輝
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
そ
う

い
う
地
域
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
積

極
的
に
支
援
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
１/２

乗り初め（雲見海岸）

雲見海岸では、今年１年の豊漁等を祈願して、
乗り初めが行われました。海岸に組まれたやぐ
らからお餅やお菓子が大量にまかれ、多くの行
楽客で賑わいました。

１月中旬
さいの神作り・どんど焼き

町内各所では、１月上旬に竹等で組まれたさ
いの神が作られました。どんど焼きでは、さい
の神に正月飾り等を飾り付け、燃やすことに
よって無病息災等を祈願しました。

町長室からこんにちは ◯38



届出人年齢氏 名地 区

金 人96小 鹿 新 作江奈２

伸 子69井 康 宏東 区

稲 子76山 本 紀 一小杉原

明63山本えみ子西 区

誠 次90井 仲 司南 区

栄 作86細 田 義 也宮 内
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員
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６４４人（－１７人）

男 ３，６３５人（－８人）

女 ４，００９人（－９人）

世帯数 ３，０７７戸（－１０戸）

転 入 １０人 転 出 ２３人

出 生 ４人 死 亡 ８人

（平成２４年１２月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （±０）

物損事故 ８件 （－１）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋１）

二
〇
一
三
年
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

五

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２４年１２月発生分

地

域

交

流

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（１２月届出分（１２月届出分））

保護者性別名 前地 区

萩 原 将 之女花 歩
か ほ

北 区

久 住 広 人女ひ よ り宮 内

松 本 晃女実 夕
み ゆ

石 部

おめでとうございます（出生）

平
成

年
５
月
か
ら
全
面
通
行

２１

止
め
を
し
て
、
３
年
半
に
及
ぶ
大

規
模
事
業
を
行
っ
て
い
た
県
道
白

骨
温
泉
線
が
昨
年

月
１
日（
土
）、

１２

工
事
が
無
事
終
了
し
開
通
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
冬
期
間
は
、
積
雪
に

よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
白
骨
温
泉
へ
は
、
乗
鞍

高
原
を
経
由
し
、
林
道
を
通
っ
て

白
骨
温
泉
へ
の
通
行
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
通
年
通
行
が
可
能
と

な
り
、
道
路
の
幅
員
も
広
が
り
以

前
よ
り
安
全
に
、
所
要
時
間
も
短

縮
さ
れ
、
通
行
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

白
骨
温
泉
の
歴
史
は
深
く
、
戦

国
武
将
・
武
田
信
玄
が
負
傷
し
た

兵
士
や
鉱
山
の
炭
鉱
夫
た
ち
を
癒

す
「
隠
し
湯
」
と
し
て
愛
用
し
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
胃
腸
病

に
効
能
を
持
ち
、「
３
日
入
れ
ば

３
年
風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
る
白
骨
温
泉
は
、
今
日
も

こ
ん
こ
ん
と
湧
き
続
け
な
が
ら
、

訪
れ
る
人
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
冬
の
白
骨
温
泉
は
、
深

い
雪
で
静
寂
の
中
、時
間
を
忘
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ぬ
く
も
り
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。

交
通
の
便
が
以
前
と
比
較
す
る

と
大
変
よ
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

松
崎
町
の
皆
様
、
冬
の
白
骨
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、名
物
と
し
て
温
泉
を
使
っ

て
炊
く
お
粥
が
あ
り
ま
す
。
ま
ろ

や
か
で
ほ
の
か
な
塩
味
を
醸
し
て

お
米
の
甘
さ
を
際
立
て
、
温
泉
の

効
能
に
浸
る
だ
け
で
な
く
、
味
覚

で
い
た
だ
く
温
泉
粥
も
、
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

県県
道
白
骨
温
泉

県
道
白
骨
温
泉
線線

沢
渡
～
白
骨
温
泉

沢
渡
～
白
骨
温
泉
がが

開
通
し
ま
し

開
通
し
ま
し
たた

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑬

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
⑬
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

投
資
型
マ
ル
チ
商
法
と
は
、
た
と
え
ば
、
知
人

や
友
人
か
ら
「
い
い
話
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
待

ち
合
わ
せ
場
所
に
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
友
人
に

加
え
、
同
席
し
た
人
物
か
ら
「
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

の
代
理
店
を
募
集
し
て
い
る
。
数
年
後
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
始
動
す
れ
ば
高
額
の
配
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
他
の
誰
か
を
代
理
店
登

録
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
定
の
マ
ー
ジ
ン
を

得
ら
れ
る
」
等
と
勧
誘
さ
れ
る
手
口
で
す
。

投
資
型
マ
ル
チ
商
法
は
「
高
額
の
配
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
投
資
の
仕
組
み
自
体

が
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
り
、虚
偽
の
も
の
で
あ
っ

た
り
す
る
場
合
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
代
理
店

に
な
っ
た
者
は
、
事
実
上
、
新
し
く
誰
か
を
代
理

店
登
録
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
し
か
利
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

「
ね
ず
み
講
」
と
実
質
が
同
一
で
極
め
て
問
題
で

す
。こ

の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、
安
易
に

契
約
を
す
る
こ
と

な
く
、
役
場
や
消

費
者
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
る
等
、

慎
重
な
対
応
が
必

要
で
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
投
資
型
マ
ル
チ
商
法
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

地

域

交

流

通

信

町 の 交 通 事 故

白骨温泉露天風呂

温泉粥


